
















































ウドントンチニシカタ サ ム レ ー ハ ル シ ゴ ト
首里でも御殿・殿内や北方の士の畠持ちの家では、やはりこのすかまを使って原仕事を
クーシームン
させていました。すかまになるのは田舎でも首里・那覇でも、やはり貧者の者であったことは
もちろんです。」
もう,つ、『羽地村識)にも同様の記述がみられろ。「身代(ドｼﾛ)とｼｶﾏ｣と題され
た部分を全文紹介する。
「奴隷制度・奴隷経済というのは古代社会では一般的なものであった。とくにギリシャ・ロ
ーマの社会はこの典型的なものであったらしい。近代ではアメリカの南部植民地で盛んに行わ
れたので、ついにリンカーンの奴隷開〔解〕放運動から南北戦争にまでなったのであるが、こ
れは1860年のことで既に百余年前の昔である。然るにこの奴隷制度の名残りが、羽地では明治
S終り頃まで残されていた。
下人下女と呼ばれた労働者のドシロ（身代）制度がそれである。身代（ドシロ）というのは
じょういきが
労働力、男女別等によってその人を評価し、たとえば上男（1人前の働きのできる立派な男）
なれば米30俵とか25俵とかの値をきめて貸しつけ、その利息の代りに労役に従事させるのであ
る。ただしユリデマ（憩手間）といって月何日かのきめた休みと、年中に僅かの折目アソビは
もらえる。それ以外は、身代を返還しないうちは一生涯とき使われるのである。そして転売も
されろ。それはじぶんの考えにもよるが、多くは主人の都合によるものであった。
シカマというのも借りたものの利息のために、月幾日かの日数をきめ貸主の方の労務に服す
るのであるが、それは債務の額が大きくなく、したがって労役の日数もすぐないので、身を売
った買ったとの観念からは遠かった。
このような奴隷制度に類する経済慣行が、羽地に近世まで残されていたことは羽地が米産地
として恵まれた土地である一方、そこにはとびぬけた富豪（ウェーキンチュ）もあるかわり貧
乏人（ヒンスームン）も多く、すなわち貧富の懸隔の甚しかったことを示すものであったとお
もう。
利息だけのために働かされた身代制度は、時代の進運と、当事者たちの自覚により、しだい
に元利共済の年賦償還や、または貨幣制度による一般貸借関係にかわり、今では全く見られな
(2)羽地村発行、1962年6
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いようになったのである。」
以上の2文献から、次のような整理ができるであろう。
a，沖縄の農村も、「貧富の懸隔」があった。
b、富豪は、次のように表現されていろ。
。とびぬけた富豪（ウェーキンチュ）
･仕明持（セーキムチ）といわれる地主
・首里の御殿（ウドン）・殿内（トンチ）や北方の士（ニシカタのサムレー）の畠持ち
c、貧乏人は、次のように表現されていろ。
。貧乏人（ヒンスームン）
・貧者の者（クーシームン）
d、富豪の経営は、2種の受入労働力によって支えられていた。その1は、入切り（イリチ
リ）あるいは身代（ドシル）であり、その2は、シカマである。
e、入切り（イリチリ）あるいは身代（ドシル）については、次のように説明されていろ。
。下男下女
･銅代（ドゥシル）を借りて住込みで働くンザ（奴）
・下人下女
。身代（ドシル）というのは、その人を評価し、値をきめて〔その額を〕貸しつけ、そ
の利息の代りに労役に従事させる〔こと〕・転売もされろ。
これらの説明から、次のように理解される。ドゥシル（銅代、身代）は「みのしろ」の
ことであり、人身売買の代金の意味である。「ドゥシルを借りて」という表現はそのこと
を示している。借金（の利息）の代りに「労役に従事させること」そのものをドゥシルと
いうこともあったかについては、『羽地村誌』の文章じたいに不整序な点があって、これ
だけではなおあいまいである。ここでは、ドゥシルを「みのしろ」とみなし、そのドゥシ
ルを借りた代りに労役に従事させられること、しかも住込みで働く場合は「イリチリ」と
いわれると解釈したい。
f、スカマ（シカマ）については、次のように説明されている。
。田や畠を貸してもらって、その叶（カネー）即ち小作料のかわりに月にいく日と通い
で働くいわゆる「スカマ」
。金を借りてのスカマもある。
。〔金を借りてのスカマには〕利切用（リジリユー）と元喰切（ムート・クェーチリー）
の2つあって、利切用というのは〔利息分だけの返済にしかならず、したがって〕元金
を返すまで毎月いく日と働き､元喰切は、〔元利とも返済されるもので〕何年間〔と年
数〕を決めてその間、月にいく日と働くもの。
。シカマというのも借りたものの利息のために、月幾日かの日数をきめ貸主の方の労務
に服するのであるが、それは債務の額が大きくなく、したがって労役の日数もすぐない
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ので、身を売った買ったとの観念からは遠かった。
これらの説明から、次のように理解される。シカマは、田畑の小作や借金の代わりに、月
にいく日と日数をきめて、主家で働くのであるが、イリチリのように住込みではなく、債務
の額が大きくないので通いで働くものをいう。
私たちが「ウエーキーシカマ関係」と称しているのは、以上のような、農村における社会関
係のことであり、ウェーキ経営と、そのもとに債務でしばりつけられている労働力提供者との
関係のことであり、後者の労働力提供者の2種（イリチリとシカマ）を、より一般的と考えら
れるシカマによって代表させて表現したものである。
(2)明治末期・大正初期の沖縄農村とウエーキーシカマ関係
以上の2文献とは異なって、ウェーキとか、イリチリ、シカマなどの用語は使用していない
が、福岡県内務部『沖縄県小作二関スル調査』（牛島英喜執筆)の次の部分は、同様の実態を
描いているものと考えられろ。
「当時〔明治36年の土地整理終了後しばらくの間〕労力は極めて廉価なりしのみならす隷
属関係にありたろ者は小作料に代ふるに労務を提供して小作を為さんとする風ありたる為相
関的に有利なろ経営を為すことを得たりしなり」
この項の分担執筆者である来間は、以上の3文献のほかに、農村調査で聞きとりをしたいく
つかの事例を念頭において、次の諸論稿のなかで、このウェーーキーシカマ関係についてとりあ
げてきた。共同執筆者の安仁屋も、来間との共同執筆論稿1のほか、いくつかの調査を共同で
すすめてきた。以下、それを掲げておく。
1，戦前昭和期における沖縄県の経済構造について（沖縄歴史研究会編『沖縄歴史研究』8
号、1970年9月）
2，戦後恐慌から慢性的不況へ（沖縄県教育委員会編『沖縄県史』第3巻・経済、1973年4
月）安仁屋と共同執筆。
3、沖縄における土地問題（九州農業経済学会編『沖縄の経済と農業』1974年10月）
4，土地整理事業（沖縄県教育委員会編『沖縄県史』第1巻・通史、1976年3月）
5、石垣島、製糖会社有小作地地区の農地問題（農政調査委員会『日本の農業（あすへの歩
み)｣106･107号、「沖縄の農業・土地問題」1976年12月、石井啓雄との共著、のうち来
間執筆の項）なお、同書第2部のコメント（座談会）での私の発言でもふれてある。
これらは、（')で紹介したような認識にたって叙述したものである。ほとんど趣旨や評価に変
化はないが、ただわずかずつ私たちの認識が深まりつつあることが認められるはずである。
また、波平には次の論文がある。
°村落の階層分化と海外移住者の形成一名護市仲尾次部落を中心として－（『沖縄国際大
学文学部紀要・社会学科編』第5巻第2号、1977年）
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明治末期・大正初期の沖縄農村（概念図）
▲▲▲▲▲ ▲
▲
A
，
▲
基
本
構
▲
▲
▲
造
過＆▲
金▲△亀
I
▲
▲B，
展
開
し
た
構
造
▲
▲
自立した農民 ▲▲
▲→イリチリ
○－膿民(S．示穏）
192 近代沖縄農村におけるウエーキーシカマ関係
よへな
さらに、もう1人の共同執筆者・仲地も、『本部町史』の編集に加わるなかで、饒平名家と
きんじよう
金城家というウェーキの文書を扱い、解題を担当した（近く刊行予定）。
ここでは、来間の近著『沖縄の農業（歴史のなかで考えろ）』（日本経済評論社、1979年4
月刊）で示したi-明治末・大正初の沖縄農村（概念図）」と、その説明文を引用紹介しておく
ことにしよう。
「Aの『基本構造』をみていただきたい。全体を1つの部落と考えろ。ここでは6つのウ
ェーキがいろ。それぞれ幾人かのイリチリをかかえているが、全くいないウェーキもある。
一般の農民はすべてシカマという関係をもっている。Bの『展開した構造』では、イリチリ
の数が減少していろ。シカマの関係も後退した。それにかわって小作関係が出てきた。シカ
マももちろん小作の代償としてのシカマもあるのだが､この新しい小作は労働によってでは
なく金銭か収穫物によって小作料を支払うものである。また、いずれのウェーキにも従属し
ない自立した農民もいくらか現われてきた。」
この図については不十分さがあり、本稿の共同執筆者間でも了解が得られているわけではな
いが、今後の研究の進展のなかで修正されていくことを期待しつつ、それに一定の見通しを与
えるためにここに紹介しておくことにしたものである。
(3)研究の意義
ウエーキーシカマ関係の概念が一応与えられたところで、これを研究する意義について共同
執筆者間の討論に基づき、一致して認められた点を次に摘記しておく。
a、とりあえずは、明治後期から昭和戦前期にかけての時期に限定して考えるが、この時期
の沖縄農村は、従来ややもすると内部構成の平等性と共同体的協力関係のみが一面的に強
調されてきたのであるが、事実はこれに反して、階層性の強い、貧富の格差の大きい社会
であったことが明らかにされろ。
b、本土における寄生地主制との対比のうえで沖縄農村をとらえようとしたとき、それが
生産力の低位性にも規定されて、寄生地主制よりも一段古い形と類似していること、そし
て大正後期以後しだいに寄生地主制への移行の芽が認められることなどが明らかにされ
る。
c、この意味で、社会、経済、歴史等の各分野において、本土との対比をより正しく行なう
ことができるようになる。もちろん、その本土もけっして一色ではなく、地帯構成区分を
念頭においてとりあげねばならないであろう。
d、とりあえずの時期限定は、明治後期以後ではあるが、この時期の農村の社会構造が明ら
かになれば、当然にそれ以前の歴史研究に影響を与え、そこに新しい光をあてることに貢
献できる。
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(4)ウェーキ、イリチリ、シカマ等の語義
研究の現状と課題へと進む前に、ウェーキ、イリチリ、シカマ等の語義について若干説明し
ておくことにしたい。
ウェーキは、『羽地村誌』では「富豪」という語があてられていた。今日でも日常語として
使われることの少なくないウェーキの語義は、「資産家」「財産家」であり、古くは「大土地
所有者」にほぼ等しく、また新しくは「金持ち」にほぼ等しい。
比嘉春潮は「仕明持（セーキムチ）」といっているが、これは仕明（開墾）した土地が地割
制度の下でも私有が認められていた事情と結びついて、「大土地所有者」の多くが、土地整理
（明治32～36年実施）以前の仕明地所有者であったことから出てきた表現であろうと考えられ
る。地域によってはウェーキとセーキムチを同義的に使う所もあるにはあるが、ウェーキは必
ずしもセーキムチである必要はないし、一般化することはできない。そこで、ウェーキという
語をもって、大経営を表わすことにするしだいである。
ウェーキのことを人（チュ）を指していうときは「ウェーキンチュ」となり、家（ヤー）を
指していうときは「ウェーキヤー」となる。
また、地域によって発音に若干の差異がみられろ。標準的な首里方言においては「2weeki」
であるが、これをカナ文字で表現するには「イエーキ」、「エーキ」、「ウエーキ」、「ウェ
ーキ」などが考えられるし、宮古・八重山では「ウヤキ」といわれろ。今回は統一して「ウェ
ーキ」と表示することにしたが、来間はかつて「ウエーキ」と表示したこともある。
は
イリチリについては、「入り切り」すなわち「入いりきり」、住み込みを意味するとみて間
違いないであろう。地域差では、本島北部地区で「イリキリ」、中南部で「イリチリ」とい
う。なお宮古・八重山では未調査である。
シカマ（スカマ）については、元来2義あって、1つは「労働」、他はある種の時間あるい
は時間帯を意味している。
（3）
まず、『混効験集』を解説した外間守善の『おもる語辞書』は、次のように述べていろ。
すかま｜乾・時候’
|原注'四ツ時分
|~淫~釈|早朝。原注に「四シ時分」、おもろ原注に「八シ内」とあるが、江戸時代の不定時
法でいう朝四つは、朝の九時からほぼ十時頃、夜四つは、夜九時半から十時半頃までなの
で、早朝を意味する「すかま」は八ツ内がよい。暁八つは、午前一時頃から二時頃までを
いう。人の金を借り、利息の為に使役させることもスカマ（シカマ）といっているが、利子
代わりの労働が早朝に始まることから名付いたものであろう。『八重山語彙』（宮良当壮）
に「スカマ・フシ宵の明星。仕事星の義。其出現を以て仕事を終る時刻とせるが故に云ふ
（竹富）」とある。いずれも、「すかま」が労働の意味に使われており、それはそれなりに
(3)1W2年、角川書店刊。
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よいとしても原義が朝早くか、夜遅くか、未詳。
どの時間（帯）を表わすかは地域によってマチマチであるのはおもしろい。私たちの調査は
まだ不十分ではあるが、事例をいくつか紹介しておこう。
奄美・名瀬市（早朝）、同。与論町（早朝）、大宜味村（午後3時ころ）、名護市羽地（正
午）、石川市（午後、あるいは午後の一定時間）、平良市島尻（午後）、城辺町（日の出から
日没までの間）、石垣市白保（早朝）、多良間村（働ける時間内）。
「労働」の意味では、宮古・八重山ではシカマは「労働一般」であって、私たちのいう特殊
な性格をもった労働をいうことはないようだ。
なお「ンザ（奴）」については次のように考えられる。
ンザ、ンジャ、インザ、インジャなど、また多くは子供が（成人になるまで）ンザになると
ころから奴の子(クワ）の意味でンザックヮ、ンジャックヮ、インザックヮ、インジャックヮな
けいぺつ
ど－これらはイリチリやシカマのような境遇におかれた人びとへの軽蔑の意味をこめた呼び
名であり、したがって当人の面前では容易に使えない言葉である。同類と思われる語には、奄
美におけるヤンチュ（家人)、ヒザ（膝)、ヒダ、膝素立、ンダ、宮古におけるナグ（名子）、
ンバタキ、ギス、ンザッファ、八重山におけるギチ、ギチ・ンザ、ギス、ギス・ンザ、ブザ、
ンザファー、などがある。このンザという言葉は、イリチリとシカマのいずれにも使いうる
が、人身の隷属の度合からいって、イリチリの場合により一般的に使われたものではないかと
考えられる。
ンザの主な労働形態をとって、クサカヤー（草刈人)、クワームヤー（子守り)、ゾーシカー
ミインム
（女中）、あるいはンザの生活状態をみて、ミインムフジャー（芽藷を掘る人）などとも言わ
れることがある。
このほかヒヨウ（日用、日庸、日傭）とか、ヒヨーサー（日用人）という語もあるが、これ
（4）
には負債の代償ではない通常の日雇いを多く含んでいると考えられる。
(5)ウェーキーシカマ関係の形成、発展、および崩壊
ウエーキーシカマ関係の形成、発展、および崩壊についてどのような理解をもっているか、
私たちの研究の現状を簡略に述べておきたい。
形成については、かなり古く時代をさかのぼらなければならないであろう。現在知られてい
るもので、スカマという文字のみえる最古の文献は、1595年（中国年号で万暦23年）の「下地
（5）
の大首里大屋子宛辞令書」である。このほか、『羽地仕置』中の1669年（寛文9年）の項、
『法式』の1679年の項などにも見える。また『球陽』にも身売りや奴（ンザ）についての記述
は少なくない。これらの研究を進展させていくなかで、近代のウエーキーシカマ関係について
(4)ここで取扱った「語義」について最も精力的に収集したのは、共同執筆者のなかでは安仁屋であり、言
語学の高橋俊三氏（沖縄国際大学文学部、南島文化研究所員）には積極的なご協力をいただいたことを
記しておきたい。
(5)高良倉吉「古琉球辞令書の形式について」（『沖縄史料編集所紀要』第3号、1978年3月）で紹介されて
いる。
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も、その形成過程が明らかにされていくであろう。ただし、シカマについては言葉の同一性が
あり、形態上の類似性があっても、社会構造の歴史的展開にともなってその意義は変化してき
（6）
たと見るべきのは当然であろう。
近代におけるウェーキ経営は、前代の地方役人の系譜をひく者が多い。また、明治中期以後
における商品経済の展開のなかで、それまでの貢租物であった砂糖、藍、米などを、自由商品
として生産し販売することによって財を築いてきた、いわば刻苦勉励型のウェーキが存在する
ことも指摘しておかなければならない。これとて、地方役人系譜の場合により多くの可能性が
あったであろう。なお、全般的に停滞的な社会のなかでの商品経済の浸透が、主に上層におい
てのみ展開し、彼らの財産形成に余地を与えた点は注目される。
成立したウェーキ経営は、上記のような砂糖、藍、米などの農業生産とその加工とを結合し
た形態をとるほか、肥料前貸し、生産物販売などの商業をも兼営し、かつ多くは高利貸でもあ
った。もともと、イリチリ、シカマという労働力受入れ自体が高利貸と対応していたのはすで
に指摘したとおりである。
ウエーキーシカマ関係の崩壊については、来間の『沖縄の農業（歴史のなかで考える）』の
次の文を引用紹介するにとどめよう。
「このような、寄生地主制よりもいちだんと古い経営、ウェーキ経営は、戦前昭和期に入っ
ても部分的に残っているが、おそらくは大正半ばの戦後恐慌と、それに続く慢性的不況期に大
きな減退があり、そのころから農外就業機会が移民や出稼ぎの形で本土などにも広く開かれた
こともあって、労賃が騰貴し、しだいに本土型の寄生地主が形成されはじめ、古いウェーキ経
営との新旧交代の時代に入っていったのである。」
(6)研究の課題
これまで述べてきたことのすべてが、そのより一層の深化を要するということは当然である
が、ここでは「研究の課題」として、ウエーキーシカマ関係の位置づけをどのようにすべきか
に関することにしぼって3点を指摘しておきたい。
a、ウェーキ（経営）は、本土各地でみられる豪農（経営）とかなり類似している。豪農
は、寄生地主制が支配的になる明治中期以前において支配的であった（沖縄のウェーキは
時期的にはやや遅れる）もので、自ら農業を経営するという意味で「地主手作り経営」で
あり、他に商工業を兼ねる場合が多い。しかも、地域における知識層でもあって、その後
も部落の区長、村議を担当することが多く、場合によっては村長や県議にも進出する。子
弟を上級学校に進学させ、彼らがまた後の時代の地域の指導層を形成していく。ただし、
まったく同一の範濤におしこめてみてよいかという点ではなお検討の余地があろう。課題
(6)なお、主に近世期を念頭においてシカマ等について論じたものに､東恩納寛惇『南島風土記』（1950年)、
同「二つの問題」（『沖縄文化叢論』1970年、所収）、および大井浩太郎『沖縄農村社会文化史』(1976
年）等がある。
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としては、ウェーキ（経営）がその沖縄的特殊性をふまえてもなお豪農（経営）ととらえ
うるかを確定することである。
b、イリチリやシカマなどの隷属的労働形態も沖縄のみに存在するものではない。これにつ
いての研究はけっして少なくないが、例示として、ここでは山田盛太郎『日本資本主義分
淵で｢現物年貢(生産物地代)よりも一層､原始的な形態は､揺役労働=労働地代で、
それは典型的な農奴制型として、隷農制的＝半隷農制的従属関係における一極として現わ
れろ。」という位置づけを与えられた各地の事例（山田は「殆ど全国土的現象で」あると
いっている）を、その原典より紹介してみたい。
「作り子」「作子」「門屋」「被管百姓」「下人」「名子」「子分」「入百姓」等ノ名
ヲ以テ或地主二専属シ家屋、農具、耕牛馬、種子、肥料、食料、燃料等ノ全部又ハー部ノ
貸與ヲ受ケテ其ノ地主ノ田畑ヲ小作シ又地主ノ農事家事用二従上宛モ雇人ノ如ク地主二対
シ附庸的関係ヲ保テル小作人ハ山間ノ僻村等二其ノ例アリ之等ノ小作人ハ近年各地トモ漸
次減少シ来リタルモー方二近年ノ新開地及小作紛擾ノ結果従来ノ小作人二対スル対抗策ト
シテ地主力他地方ヨリ小作人ヲ招致セル場合等二於テ新二此ノ種ノ例ノ起レルモノモア
リ、今回ノ調査材料中ョリ各地二於ケル此ノ例ヲ蒐集スレハ次ノ如シ（以下の引用は簡略
に整理したものである）
作り子（京都、新潟、千葉、栃木、静岡、山梨、長野、島根、岡山、広島、山口、和
歌山、徳島、香川、愛媛、福岡、北海道）被傭取（千葉）門屋（長野）被管百姓
（長野）代耕人（福島）作子（岩手、秋田）付ケ下作（島根）出百姓（岡山）
下人（広島）名子（広島）など（熊本）下作人（広島）子分（山口）人夫
（8）
（和歌山）入百姓（福岡）入り百姓（熊本）
（9）
同じく山田盛太郎の紹介している『大正十年小作慣行調査』からは、上記と重複しない
限りで次に掲げよう。
ナゴ
名子（岩手、岡山、広島、熊本）田作り（秋田）カリ子（秋田）サンデ小作或ハ
サンデ百姓（福島）沖名子（石川）小分（静岡）株小作（島根）借家小作（島
シタピヤクシヨウ
根）本小作（島根）寄り掛り（島根）下百姓（山口）移住小作者（宮崎）
とのなかから岩手の名子の「原因及沿革」を引用紹介しておこう。
詳カナラスト錐モニ戸郡姉帯村大字姉帯ノ大地主駒木治右衛門ハ古来ヨリノ慣習トシテ
自家農事及雑役二従事セシムル為小作人1人二付7，8畝位ツツノ耕地ヲ小作セシメテ小
作料ヲ徴収セス且ツ住家、宅地、家畜、草生、薪炭材等ヲ無料ニテ貸與ス而シテ其ノ代償
トシテ隔日二小作人ハ地主ダル駒木宅ニテ農事及雑役ノ労働二従事スル義務ヲ負う
(7)1923年、岩波書店刊。ここでは、1977年の岩波文庫版によった。260-261ページ。
(8)農林省農務局『大正元年及明治十八年・小作慣行二関スル調査資料』（大正15年8月）。引用文は大正
元年に関するものo
(9)農林省農務局、大正15年11月。
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このようにみてみろと、イリチリやシカマが以上のような「従属小作」と別ものでない
ことは確かで、ここでもその異同をふまえつつ、より統一的な理解を求めていく課題が
残されることになる。
c、沖縄内でも、身売り的現象はイリチリやシカマだけではない。ジュリ（尾類。遊女）
ウ イウ イ
売り、糸満（イトマン、イチュマン。漁業者）売り等がある。これらとの異同や相互関係
も、今後の研究課題として残されろ。
以下、いくつかの事例研究を紹介することにしよう。
2.旧羽地村の事例
明治以降沖縄村落社会における階層分化・分解を基軸とし、それとの関連で他の社会事象
（例、移民）を結果変数として処理するという分析構図をとっている筆者にとって、ウェーキ
の形成・展開・崩壊、及びこれと表裏をなす隷属農業労働者シカマ・イリチリの形成・展開は
（10）
調査の端緒から注目されてきた。今回、南島文化研究所の所員4名で「ウエーキーシカマ関
係」を共同で研究することになり、研究調査の連続という観点から筆者は旧羽地村(現名護市）
の調査報告をすることになった。同地域は過去の調査に加えて、今回とくに共同研究の一環と
して昭和54年2月13日から同2月15日まで共同調査された。本稿は理論的シェーマを模索しな
がらも、調査結果を報告するということに主眼点をおきたい。
(1)ウェーキの形成・展開・崩壊
旧羽地村は有名な羽地大川の貫流する羽地平野を擁し､そこは約211町歩の水田地帯（俗称、
た一ぷく（11）
羽地田袋）となっていろ。また、同村字真喜屋の約50町歩、字源河の約48町歩の水田を加えろ
と、旧羽地村は沖縄でも生産力の高い稲作地帯であった。首里王府はこの地域に力を入れたと
みえ、向象賢（1617～1675年）が1652年（尚質5）羽地の総地頭に任命され、また察温（1682
～1761年）は自から羽地に出向いて羽地大川改修（1735年）に当っていろ。
このような、かつて王府の米倉、沖縄有数の稲作地帯、高生産地域に階層の分化、分解が著
しかったということは注目されなければならない。先ず、羽地のウェーキとしてあげられてい
るものは、源河ウェーキ（字源河）、我部祖河ウェーキ（字我部祖河）、コーサク屋（耕作屋
一宇仲尾)、仲尾次ウェーキ（字仲尾次）、仲尾ドヌチ（字仲尾次)、ミンジマ（字川上）、ウ
（12）
ガンバラ（字川上）、ウプマス屋（字山田）、平良ウェーキ（字山田）などである。これら一
握のウェーキが羽地村全耕地の3分の2を所有していたといわれる。この中で源河ウェーキ、
伽拙稿「村落の階層分化と海外移住者の形成一名護市仲尾次部落を中心として一」沖縄国際大学文学部紀
要社会学科篇第5巻第2号、1977年b
⑪『羽地村誌』（平良盛吉執筆）1962年、19ページ。
⑫ご教示いただいたのは上地清嗣氏（明治40年生）、宮城源太氏（明治44年生）である。また、喜納真栄
氏（明治31年生）にもお世話になった。
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我部祖河ウェーキ、コーサク屋はとくに富豪であった。それぞれのウェーキは､富の形成、規
模、展開・崩壊過程で共通点、相違点がみられるので、個別的にみていくことにする。
源河ウェーキは沖縄の3大ウェーキ（他の2つは中頭の城間ナーカ、島尻の船越ウェーキ）
の一つであり、明治14年11月の上杉県令沖縄巡回日誌にも、「国頭地方、第一ノ金満家卜云
（13）
フ・・・」とのべられていろ。その形成をみよう。伝説及び島袋家作成の上屋系図によれば、
源河ウェーキの初代真喜屋プスメー（川上親雲上）は1J723(雍正元）真喜屋上里仁屋の三男に
生れ、源河村我部捉屋の徒プスメーの養子になっていろ。その子（2代目）に関する詳細な記
録はないが、外妻との子が我部祖河親雲上となっている。源河ウェーキを形成、発展させたの
は4代目の島袋源栄（？～明治30年）といわれているが、この人は72才で地頭代を務めてい
ろ。源栄以外にも、地頭代、初代羽地間切長、初代羽地村長となった島袋登嘉が同一門からで
ている。こればかりでなく、源河ウェーキは下級の村役人を多数だしている。これからみる
と、源河ウェーキは地方役人を輩出した地方名望家といえよう。
正確な数字はわからないが、聴き取り調査によれば、絶頂期（大正の初めまで）の源河ウェ
ーキは田畑20町歩以上有していたといわれる。当時の字源河及び他部落の耕地面積とウェーキ
の勢力からみて、上の数字は控え目のものかも知れない。いずれにしても、ほぼこれだけの土
地が4代目の島袋源栄時代に集積されたことになり、時期的にみて、1899年（明治32）から実
施された土地整理前ということになる。
地方役人層は首里王府と近い関係にあることから、その地位を利用して土地開墾によって私
せ_きむち
有地（仕明地）を集積したといわれろ。このようなウェーキが別名、仕明持といわれたゆえん
である。彼らは一つのムラに限定されず、間切内の各ムラに私有地を拡大していった。
源河ウェーキの富豪ぶりはいろいろ語り伝えられていろ。先ず、シカマ、イリチリが70人ほ
（14）
どいたという。源河ウェーキ8代目の島袋輝雄氏によれば、源河部落の人で70代以上の人はだ
いたい自分の家でシカマ、イリチリとして働いていた。明治36年源河の戸数は本籍、非本籍合
（15）
わせて229戸あるから、その半数とみても100を越す。従ってシカマ、イリチリを合わせると実
際には100人以上だったかも知れない。しかも、源河以外の他部落からきたシカマ、イリチリ
もいたはずである。
国道58号線から源河部落に入って奥へ進んでいくと、見晴らしのよいところに祖先伝来の家
屋が現在も残っていろ。（約90年前に建てられたという。）その昔、家の中戸はセンダンの一
枚板で作られていたといわれるが、今では壁板や中戸はすべて剥ぎ取られ、家柱と屋根瓦しか
残されていない。屋敷だけが昔日の豪華さを偲ばせている。
米倉は田にあったというが、その数は不明である。また大型金庫が二つあったが、その一つ
は第二次大戦後、源河農協に売却したという。
源河ウェーキの絶頂期は4代目の源栄から5代目の源助時代まで続く。島袋源助は勧業銀行
⑬
伽
⑬
沖縄県史11，30ページ。
源河ウェーキ8代目島袋輝雄氏（昭和4年生）による。
沖縄県史20資料編10230ページ。
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の名護支店長をしたり、自動車会社を設立するなど企業家として進出したようであるが、同業
者との競合､事業の行き詰まりなどで失敗し、土地も銀行に差押えられる始末で、長男（島袋
輝雄氏の父）も農林学校2年で中退せざるを得なかった。
没落の時期であるが、輝雄氏の父が健在であれば今年74才だということ、自動車会社設立の
ためフォード車を購入したとき、その助手を務めた人が今年で70才前後ということなどから推
して、約60年前だと思われる。だとすれば大正期の不況期と前後する。しかし、輝雄氏によれ
ば祖父源助が砂糖商をしたことは聞いていないということであった。大正7，8年の好況以前
に家運はすでに傾いていたという。
源河ウェーキが没落したとき、その土地は大部分、親戚が買った。宗家没落後は親族の人々
が中レベルのウェーキに成長したようである。源河ウェーキ全盛時代は一族の団結も強く、門
中墓はもとより、門中行事によって強固な親族紐帯が確立していたようであるが、今日、その
ような連帯意識は強くはなく、宗家筋を争う始末である。輝雄氏は元屋敷を離れて居住してお
り、土地も約2町歩近くに縮小されているが、源河農協専務として地域の指導的地位にある。
（16）
次に我部祖河ウェーキについてみてみよう。そこの分家筋に当るという宮城金徳氏によれ
（17）
ば､現在､我部祖河ウェーキは16か17代目だという。玉栄清良氏調査の家譜資料によれば、我部
祖河ウェーキの初代は宮城下庫理で41畝2歩9仕明地を有していたといわれる。彼の死が1685
年（康煕24）だとすれば、仕明地による土地集積過程がウェーキの背景として指摘できよう。
また上記家譜資料によれば、2代以降の役職が淀であり、7代目が地頭代になっているところ
から、我部祖河ウェーキの場合も源河ウェーキの場合と同様、地方役人と仕明地拡大がウェー
キ形成の基礎をなしている。しかも近世末までにかなりの土地を私有化していたようであり、
（18）
全所有地の約80パーセント以上は廃藩置県（明治12年）以前のものだという。全盛時代にどれ
位の土地を所有していただろうか。宮城氏によれば、我部祖河ウェーキの絶頂期は今から
約117年前頃、すなわち、1862年（文久2）頃で、当時は部落の70～80パーセントの人々 がこ
こで働いていたといわれ、また、シカマ、イリチリ合わせて百数十人ほどいたという。土地面
積に関しては正確な数字はでてこない。これまでの調査報告ではいくつかの資料が示されてい
るが、聴き取り調査に基づいているため、資料間の一致はみられない｡宮城氏によれば、我部
祖河ウェーキは大正の始めごろまで集積された土地のほとんどをもっていたので、場所を確認
して面積を推定する方法はあるという。また同氏によれば、内原区の約90パーセントは我部祖
河ウェーキの土地だったようで、氏が物心つく年頃（昭和9初め）まで20町歩以上の土地があ
った。
その富豪ぶりをあらわす俗称として、「我部祖河大名」というのがある。宮城氏が屋我地で
採取した伝説によれば、その由来は次の通りである。昔、沖縄に大津波がおしよせてきた。屋
我地は草木が枯れ、食べ物はなくなるというように、大被災地となった。そのようなとき、我
㈹我部祖河ウェーキについては同氏のご教示をいただいた。
伽玉栄清良『平敷屋朝敏の文学』東海出版、1W8,441ページ。
⑱宮城金徳氏による。
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部祖河ウェーキは倉二つを屋我地の人々に分け与えて救済したという。そこから大名という名
前がでてきた。
さて、我部祖河ウェーキの没落及びその時期であるが、先述の通り、大正の初め頃まで土地
面積に変動はなかったこと、我部祖河ウェーキの土地の一部が武田薬草園になったのが大正の
末期頃であったことなどから推定すれば、没落はそれ以降といえよう。なお、没落の原因とし
て大正9年以降の砂糖相場暴落の影響を確めろことはできなかった。没落には多くの要因があ
ろう。その一つとして昭和8，9年頃、我部祖河ウェーキが郵便局（私局）を羽地村仲尾次に
建てるために3年間認可申請運動をしたことがあげられていろ。そのときの交際費が莫大でそ
のため土地をずい分手離したこと、またこれと前後して遊廓での遊交費が積もって土地が売却
されていったということなどから判断すると、没落の時期は大正の末頃から昭和の初め頃とい
うことになろう。
源河ウェーキ、我部祖河ウェーキに加えて、羽地の三大ウェーキに数えられているのがコー
サク屋である。仲尾部落は羽地湾沿岸に位置し、旧藩時代定物蔵という公庫が設置されて、
（19）
上納物の搬出搬入の中継地（カンテナといわれた）であったため、コーサク屋は別名カンテナ
ウェーキともいわれた。大正5年12月30日付けの琉球新報は、「本部第一の豪農新城徳助氏の
ママ
別邸を見て、外観内容共に整然として実用向きであり、殊に畜舎の如きは我等農村民に取って
模範とするに足ると思った。」とのべている。
（20）
コーサク屋の財産形成は比較的新しいようである。玉城清吉氏によれば、コーサク屋はスウ
ヌ屋（楚屋）の分家筋で、蓄財したのは玉城氏の祖父の兄（長男）であった。彼は長男ではあ
ったが親譲りの財産はほとんどなく、すべて彼一代で築いた。彼は勤勉実直、倹約質素で知ら
れ、9人の兄弟を監督奨励したようであるが、弟達の分家に際してはあまり面倒をみなかった
ようである。この人は明治30年代に死亡したというから、財産形成の時期は少なくとも土地整
理前ということになる。
蓄財した初代についてはあまり知られていない。主に手作地主であろうが、屋号からみて、
ムラ役人でもあったのであろう。仕明地の拡大、高利貸（米貸）による土地集積、藍づくりが
主な財産形成源だったといわれる。2代目は先代の甥が相続したようであるが、彼についての
データは得られなかった。やはり、コーサク屋の精華は3代目の新城徳助であり、コーサク屋
を絶頂期に導き、また没落の原因をつくったのも彼であった。彼の経歴をみてみよう。新城徳
助は1892年（明治25）羽地村仲尾に生まれた。1914年（大正3）22才のとき東京にでて大原簿
記学校卒業、1917年（大正6）沖縄自動車会社を設立して社長に就任、さらに翌年国頭運送会
社取締役、1942年（昭和17）沖縄県経済審議委員となり、1945年（昭和20）には羽地村長、5
年後に沖縄群島議員、10年後（昭和30)に沖縄菓子工業組合長、1959年（昭和34)日進物産合
（21）
資会社設立代表社員となっている。
⑲『羽地村誌』328～329ページ。
⑳玉城清吉氏（明治44年生）
側『羽地村制146～147ページ。
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財産形成過程についてもう少しみてみよう。初代が役人であったであろうことはすでにふれ
た。しかし仕明地開墾よりも米の高利貸がウェーキ形成の主要因だったようだ。高利貸による
複利計算（グンジュウベーベー）で米が貸し付けられ、利息が累積されていくところから元本
の返済が困難となり、労役による利息返済方法がとられた。この方法はウェーキにとって安価
な労働力を収取ならしめ、土地集積、小作料の増大をうみだしたようである。貸借関係は厳格
な制裁法によって規制され、返済不可能なときは家財道具だけでなく床板まで取られたり、連
帯保障人が弁済した（クミバキ）。
コーサク屋の絶頂期は大正6，7年頃だといわれる◎その頃の土地面積は、玉城氏によれ
ば、広大すぎて想像もつかないという。他のウェーキの場合と同様、コーサク屋も羽地間切内
の各部落に土地をもっていた。仲尾はとくにウェーキの多いところで、外にハンジャク屋、ト
クジョウ（コーサク屋からの分家）、ヌルドヌチ、マチガ屋、シチヤヌ屋などがあった。これ
らのウェーキは少なくともそれぞれ10町歩以上の土地を有しており、たとえば、羽地田袋の3
分の2はこれら仲尾の人々の所有であったという。
コーサク屋には約70人ほどのシカマ、イリチリがいた。また、牛4,5頭、馬3頭も飼育して
いた。イリチリの中には妻子あるものもいたので、、住み込み蝋とは限らず、、通いいもあっ
た。
コーサク屋の没落の原因はいくつかあげられている。一つは他のウェーキにも共通する時代
的、社会的要因であり、他はコーサク屋独自の個別的要因である。先ず前者の例として、大正
9年頃の砂糖相場暴落による打撃がある。聴き取りによれば、鈴木某と共同で砂糖に手を出し
て失敗したようである。新城徳助はまた、事業家であり、政治家でもあった。日本資本主義が
発展してそのひずみが露呈した頃（つまり第一次世界大戦後）、彼は企業に進出したが、ウェ
ーキが企業家に成長するのは容易でなく、成功していない。
没落の個別的要因として、徳助の進取の気性、あるいは開拓者的精神があげられろ。端的に
いえば、いろいろな営利事業、社会事業に手をだしたことが家運に大きく影響していろ。社会
事業の例として仲尾トンネル開通がある。それまで仲尾部落への往来は山を越えて通らねば
ならず不便であったが、昭和9年に彼の提案、率先、資金援助でトンネルが完成した（総工
費450円のうち、新城徳助150円、他のウェーキ150円、残り150円は部落民が供出した。イリチ
リを自から率先して年切り（元喰切り）にきりかえたのも彼であった。
終りに、中位のウェーキについてみることにする。ウェーキは雇用労働力あるいは他人労働
力によって維持されている点で一般の百姓とは区別されよう。しかし、一般の百姓内部もそう
であるように、ウェーキ層内部も一様ではなく、相対的にみて勢力の上下がみられた。あるい
は資産規模において大小に分かれていた。羽地村のウェーキの中で、三大ウェーキを除けば残
りはだいたい中位と考えられ、その形成・展開・崩壊過程は三大ウェーキの場合とくらべて多
（2）
少異なるように思われる。その例として字山田部落のウプマス屋と平良ウェーキについてみる
画ウプマス屋と平良ウェーキについては宮城源太氏（明治44年生）からご教示いただいた。
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ことにする。
ウプマス屋の家系についてはまだ十分明らかにされていない。が、屋号からみて、ここは役
人筋の家柄かも知れない。現在の戸主は宮城源太氏で、同氏は昭和23年から29年まで羽地村長
を務めた。彼の父は百姓で、区長などもしたようであるが、それ以上の公職経験はない。かつ
て、土地5,000～6,000坪（約1.7～2.0町歩）を有し、大正5，6年まで数人のシカマと1～2
人のイリチリがいた。米倉もあり、サーター屋もあったが、大きなウェーキではなかった。山
田部落自体、大部分が土地のない二、三男からなっていて、そのほとんどがシカマであった。
そのため、相対的な意味で、ウプマス屋はウェーキといわれたようである。平良ウェーキも同
様である。後者の資産形成は比較的新しく、今日で2代目である。初代はまだ健在で、老人ホ
ームに入居しているということである。蓄財したのは初代であるが、彼は藍の落ち葉とか苅田
の落ち穂を拾って金にしたり、自然条件の悪い場所を良田にしたりしてウェーキになったとい
われる。このような人は勤勉や倹約によって家を興した新しいウェーキである。しかし、2代
は続かなかった。
以上、羽地の三大ウェーキを中心に、その形成．展開．崩壊過程をみてきたが、共通点がみ
られろ。先ず、地方役人という地位を利用して、仕明地の拡大、小作料の増大、高利貸（米
貸）による隷属的労働力の確保などがウェーキ形成の主要因といえる。その絶頂期は、農村地
域が比較的自給自足による自己完結的な形態を維持できた時期で、商品経済が発達しながらも
市場がまだ十分発達せず、資本主義が農村地域をそれほど侵蝕していない時期、従って、安い
労働力が共同体規制の中で非合理性を楯として確保できた時期であった。当然、このような体
制が維持できなければウェーキは崩壊する。その崩壊過程は、具体的に、都市対農村、資本家
対ウェーキの対決として現われる。たとえば労働市場の発展は、従来、村落共同体に緊縛され
ていた人々が炭坑、紡績、軍需工場へと吸収されると、ウェーキは都市の資本家と競争しなけ
ればならない（たとえば労賃をめぐって）。また海外移民の発展もウェーキ崩壊に拍車をかけ
た。旧羽地村はみてきたように、農民層分解の著しい所であったが、，司時にブラジルを中心と
した海外移民の多い所でもあった。高利貸制度によって永代隷属、年季奉公、シカマにあまん
じなければならなかった人々は、移民に夢を託してムラを離れていった。
他方、資本主義によってかかえ込まれた農村は、資本主義の諸問題（例、景気変動）を露呈
する結果となった。商品市場の価格変動によって農村がふりまわされ、砂糖価格の暴落による
ウェーキの没落もみられた。
次に、沖縄の経済的後進性、あるいは資本主義体制への離陸のおくれ、がウェーキ崩壊の一
因といえる。ウェーキは一時期企業への進出を試みるが、大かた失敗した。それは資本蓄積の
問題だけではなかったように思われる。
（23）
もう一つ、羽地村ウェーキ崩壊の要因として、羽地大川の大改修工事があげられる。この川
が察温時代にも改修されたことはすでにのべたが、1910年（明治43）の大豪雨で川は決壊し、
倒『羽地村誌』117～130ページ。
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田はおしつぶされた。そこで、流域の地主で修理することになり、1917年（大正6）「羽地大
川耕地整理組合」が設立され、初代組合長に字川上ウガンバラ（ここもウェーキ）の親川登喜
がなった。この改修事業は（後に県補助がついたが）ほとんど受益者負担であったため、負担
金捻出に苦労した。その代りに土地を提供するもの、土地を売りだすものがでたが、大不況で
地価も安く（坪20～30銭）、大地主の没落が続いた。他方、土地なしの人々は人夫賃を貯えて
土地を買うものも現われたという。
(2)シカマ、イリチリの形成と展開
一あるシカマの三代記を中心に－
従来、近代の農村におけるヒンスームン（貧乏人）の形成経路として、土地整理前において
土地の配分が受けられなかった場合とか、借金のため土地配当権を喪失した場合などがあげら
れてきた。その他、零落士族の中からシカマ、イリチリのような隷属農民が形成される場合も
（24）
みられた。次に紹介するI氏（字源河在住）の場合がそうである。
I氏の曾祖父は那覇泊村の士族で、唐船の気象観測係であった。しかし地位の低い役人であ
ったため手当はなくほとんどが自費でまかなわれた。このままでは見通しが立たないというこ
とで、ウェーデー（公事）をやめ、国頭に行って農業をすることになった。それは祖父が16才
のときであった。行く先は今帰仁の湧川であったが、ここでは士族に対する土地配分がなく、
杣山の痩地しか利用できなかったので、曾祖父は国頭へ行って藍づくりの指導をした。しかし
間もなくして今帰仁に家族を置いたまま病気で死亡した。その間、長男（祖父の兄）が婿養子
になるが､3ヶ年間の家族の困窮、曾祖父の死亡にともなう事後処理で750貢の負債をかかえ込
んだ。そこで二男(I氏の祖父）はその負債のためイリチリになった。曾祖父の友人で、同じ
くウェーデーを逃がれて国頭にきた人がこのことを知って残念がり、この二男をドシル750貢
払って自分の家に引きとった。しかし、主人は代っても同じイリチリであった。ところが、こ
の新しい主人のところにまだ嫁いでいない3番目の娘がいて、この娘と引きとったイリチリと
を結婚させることにした（祖父24才のとき)。二人の間に生れたのがI氏の父である。
父の兄弟は男3人、女4人であった。彼らが独立すると、父は老父母の世話をしなければな
らず、財産もなかったので苦労した。また運悪く60才のとき破傷風で両眼が失明した。生活は
いよいよ貧しくなり、そのため、男5人、女4人の子どもはみなイリチリ（またはシカマ）に
なった(I氏は5男で末子)。先ず長男が今帰仁のカチバタヤー伊波で250貫のドシルのため
イリチリになるが、結婚して独立するようになると、今度は二男がその身代りとしてイリチリ
になった。このように兄弟姉妹が順次にイリチリになったのである。ただ三男までが住み込み
で、四男以降は1ヶ月5，6日の労役に服するというようなシカマであった。
I氏の場合、父や姉たちの病気治療のため、シカマとしての人生がスタートした。というの
は、長男兄は独立していたが生活は楽でなく、二男は夫婦で1ヶ月20日のシカマをしており、
鋤明治40年生。
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三男は病気で通院に明け暮れ、四男は妻子を病気で失っており、夫に先立たれた姉（長女）は
子どもを残して大正14年に死亡するというように、この一家は悲運にさらされていたのであ
る。結局、家族や姉たちの面倒がみられるのはI氏だけであった。
マゴスケ屋で1ヶ月3日（44円）のシカマになったのを最初にして、悪戦苦闘の半生が始ま
るのである。それは、I氏が18才のときであった。
その翌年（大正15）の夏、2番目の姉が重病にかかり、手術しなければならなくなった。と
ころが150円から170円ほどの医療費が必要といわれ､東村慶佐次のトクジョー屋に行って170円
借り、1ヶ月17日のシカマとなった。
しかし、そのような苦闘の中にも昭和3年頃になると、自分の土地がもてるようになった。
それ以前、すなわち大正12，3年頃、家族は今帰仁から兄のいる源河に移っており、兄と共
同で畑1000坪を買ったのである。また、昭和9年には畑と山林合わせて2900坪を買った。しか
し、いずれも借金でまかなわれたため、今度はなくなった姉の子どもがイリチリになった。
また、I氏自身のシカマも続いたのであるが、昭和13年7月、南洋方面の軍需労務者募集の
ポスターをみて、それに応募することになった。ところが、このときまでの借金372円をどう
するかという問題があった。そこで債権者と相談し、借金の返済はしばらく据え置くこと、2
ヶ年ほどで戻るから、その間は兄（長男）が借金の保証人になることで話がまとまり、労務者
に応募して南洋ポナペヘ行った。その後17ヶ月目に120円を債権者に送金し、それから2ヶ月
後には兄の方へ200円送金するなどして、これまでの借金はすべて返済した。そのうちに第二
次大戦となり、南洋から帰って施設工事の人夫となった。その後、再度軍需労務者募集があっ
たので、2等工員として海南島へ渡った。そのときの月給は140円で、そのうち100円を家に送
金した。
刻苦勉励もさることながら、他方では戦時経済における労働市場の拡大やインフレで、I氏
は三代にわたる隷属農民から解放されたのである。I氏は現在、美しい自然につつまれた源河
で老後を送っている。
3． 恩納村の事例
ふじち
一冨着の借用証文にみるウェーキ・シカマ関係一
(1)恩納村のウェーキ
置県後の恩納村で近隣にきこえたウェーキといえば、国吉ウェーキ（字宇加地）、カンゼー
ク（字冨着）、カーバタ屋（字谷茶）、ナーカヌ屋（字安富祖）、冨着（字安冨祖）などがあ
げられろ。
本稿では字安富祖のウェーキのうち、当山家（通称冨着）に残る50数通の借用証文・田畑売
渡証文等の分析を通して、ウェーキとシカマの関係を考えてみたい。
当山家は明治以前から安冨祖における名門といわれているが、屋号の冨着（ふじち）から推
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察すると、同村の字冨着から安冨祖に移り住んだものとも考えられる。当山家は明治期の幸助
の代にウェーキとしての基礎をきづき、その長男幸成の代に第一次大戦の好況期をむかえ多方
面に蓄財の道を開いた。早世した幸成の跡をついだのがその弟幸徳で屋号を「外ノ冨着」と通
称した。幸徳の代は戦後恐慌から昭和恐慌、慢性的不況の時代で県下のウェーキが広汎に没落
していく中にあって、よくその家産を守り沖縄戦を生きぬいた。現在はその長男幸輝氏にひき
つがれているが、資産家としての地位はゆるぎないものがある。
さて、ウェーキ・シカマ関係の分析は、ウェーキの成長過程、シカマの存在形態等が統計的
に掌握されれば明快であるが、現調査段階では統計的な分析にまではいたらないので、ここで
は証文を通してみたウェーキとシカマの「関係」、借財返済の方法等を具体的にみていきたい
と思う。
まず当山家の幸助、幸成、幸徳三代を通して財産を築いていく特徴的な点を概略整理してみ
よう。
その第一は、貧農に対する金融によって砂糖代金や林産物や「シカマ」労働を収取すること
である。貧農は借財の元金の返済分として砂糖代金や林産物を押さえられ、その利子分として
当山家の指示する労働に服するのである。このようにウェーキのもとで、借金の利子分とし
て、あるいは小作料の代りに農作業に従事することを「シカマ」と言った。シカマは「日間
（ひま）」ともいい、シカマに従事する人をさす場合にはシカマーといった。当山家は、これ
らのシカマ労働によって開墾地（仕明地）を拡げていくとともに､直接経営の砂糖生産や藍の
生産にもシカマ労働を投入した。聞きとり調査によれば、明治大正期まではこの方法で財を築
いていったという。
第二は、林産物と砂糖の仲買いである。当山家は山林地主でもあるが、地元の農民の林産物
を一手に買い取って山原船によって那覇方面へ売り出したという◎林産物の主なものは、榑板
（クレイタ＝砂糖樽の材料となる原材）、サバチャー（1.5尺ぐらいに切りそろえて割ってた
ばねた薪）、建築用の竹、丸太などである。砂糖の仲買いも手広くやっていたが、第一次大戦
後の糖価暴落の時期に欠損を最小限にくいとめ、以後この種の仲買いから手をひいたという。
第三は、模合の座元としての農村金融である。模合は一般に相互扶助を目的とした親睦模合
をさすが、この場合は金利をかせぐ金融模合である。一般に沖縄農村の高利貸しと言われるも
のは、農村金融を業として営むほかにほとんど例外なく模合に関係し、借財返済に困窮した貧
農は強制的に模合に加入させられ、模合の落札金をもって借金の元金返済や利子の償還にあて
させられたのである。1924年の沖縄県警察部の模合調査によれば、許可を受けた分だけでも
(実際にはその三倍と推定される）3515組、口数21万、その契約高は800万円にのぼっている。
当山家は模合の座元として模合を営業する一方、貧農に対する金融を手広く営み、移民の渡航
費貸付けから字行政費や共同店の経営にも融資している。名護市字幸喜の津波仁栄氏の証言に
よれば、1931年に幸喜部落の共同店再建にあたって200円の資金調達に困り、安富祖の冨着に
相談したところ、たちどころに200円の融資をうけることができたという。当山家は、手持ち
の資金がなくなると市中銀行から借りて農民の金融の利便をはかるほどに、その資産家として
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の信用は大きなものがあった。大正末期から昭和期にかけての当山家は、もっぱら農村金融に
よってその身代を守っていったという。
(2)借用証文の分析
砂糖前代の証文を検討してみよう。農家が翌年の製糖期の砂糖を引当てに借金をする場合、
一般に砂糖前代（サーターメーデー）を借りろと言っていろ。
證 文
金弐百五拾貫文但弐わり利
右は砂糖前代トシテ御借請取候儀実正也尤茂本行之金員百貢文二付拾五貫文下ゲ利
本銭取添来年三月十五日限り元利共堅固二差上可申候若萬一相違御座候ハャ借主ハ
勿論保証人之家財ヨリ当高之分ハ直二御引取可被成其時一言茂口能申上間敷候依テ
證書如件
旧丑十一月十一日
外ノ冨着殿
借主二男
○○○○
保証人二男
○○○○
砂糖前代による砂糖取引は18世紀の半ば頃から始まったといわれるが、幕末から明治初期に
かけては大和商人が前貸しとして活躍し、明治30年代になると地元のウェーキも一枚加わっ
て、沖縄産出糖の20％は砂糖前代によって砂糖商人の手中に集められたという。金城功氏の調
査によると、砂糖前代による砂糖の取引方法には次の様なものがあげられる。①普通の相場よ
り安い価格をきめて前代を渡し、製糖期に引取る、②前代を貸し、元利とも砂糖で精算する。
③前代を貸し、その利子として砂糖を引取る、④金づまりの8月頃を返済期限として貸しつ
け、返済できないと証書を書きかえさせ、翌年の製糖期に砂糖で返済させる、等である（金城
功「砂糖前代」『沖縄県史別巻』）。前代の貸付けの際、利子分はその場で差し引いて渡すの
が通例であったが、製糖期に元利返済する場合は、別途に「下げ利」を追加された。
この証文は1901年（明治34）のもので、砂糖前代がもっとも盛んな時代の特徴をよく示して
いる。250貢文（5円）の前代に対し、5ヶ月たらずの間に利子は2割（1円）であるが、利子の
支払いは前払い方法ではない。つまり元金返済のときに利子も合わせて支払う契約であるが、
そうなると「下げ利」を追加徴収されることになる。「下げ利」は百貫文（2円）につき15貫
文(30銭)、つまり250貫文に対して37.5貫文(75銭）を「下げ利」として追加されるわけである。
結局、この場合、250貫文(5円）の前代を借りて、翌年元利合計337.5貫文(6円75銭）相当の
砂糖を引渡すことになるのである。との借主は同じ年に700貫文(14円）の砂糖前代を同人から
借りていろ。ちなみにこの前代の返済期限である1902年の那覇砂糖相場は100斤につき3円90
銭であるから、元金950貫文（元利合計は約1,280貫文＝25円60銭と推定される）の返済時には
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およそ656斤（25円60銭÷3円90銭）の砂糖を要することになり、当時の下層農民の砂糖産額
からみて、この借主は、ほとんど砂糖前代のために砂糖づくりをしているということになる。
証
金三百五拾貫文但弐割五分
右ハ無拠入用二付御借慥二請取候義実正也利金之儀ハ御方へ相揃候模合無相違差上
申候元金御返弁ノ義ハ当村砂糖模合請取ノ時ハ堅固二差上申候若シ相違ノ義モ御座
候ハ・借主ハ勿論口入人ノ家財ヨリ当高ノ分ハ何品ニテモ直二御引取可被成其時一
言通も口能申上間敷候間後日証書如件
未四月八日
当山幸助殿
借主名護屋小ノ次男
○○○
口入兄
○○○
これは砂糖模合に関する1907年の証文である。砂糖模合は年1回の砂糖収穫期ごとに開会さ
れるものであるが、砂糖仲買人としての地方のウェーキや那覇方面の砂糖商人も取引の関係で
加入している場合が多い。年に2回開会することもある。証文によれば、350頁文（7円）の
借入金に対し、利子は2割5分（1円75銭）、これは年利であるが、翌年の製糖期の早い時期
に砂糖模合を開き、その落札金をもって償還させるのであろうから厳密には1年未満で1円75
銭の利子である。利子の支払方法が独得である。「利金之義ハ御方へ相揃候模合無相違差上申
候」という文言は、一般的には次のように理解できる。幸助を座元とする模合に借主も加入し
ており、その模合落札金を利子として幸助に渡すという意味であろう。しかし、ウェーキと貧
農の貸借関係はもう少しこみいった関係にある。ウェーキの幸助の立場からすれば、元金につ
いては確実な砂糖模合を押えているからほとんど不安はない。利子の支払いについては、①幸
助を座元とする模合に、たまたま借主が加入しておればそれを押え、②ほかにてだてがなけれ
ば幸助を座元とする模合を発起し、借主をそれに強制加入させて、借主名儀の模合金を幸助が
取得し、模合の償還を借主に義務づける｡≦③あるいは、幸助がすでに落札取得した別の模合に
ついて、その償還を借主に義務づけろ、といったようなことが考えられろ。証文の文言は、①
と②の両様に考えられる。
このように模合をめぐるウェーキと貧農の関係は、模合の「送り前」と「掛け前」をたくみ
に組みあわせて、貧農が模合地獄につながれる点にある。「送り前」というのは模合の給付を
受けた者が利息をつけて模合の掛金をその終了まで出していくことであり、「掛け前」は未給
付の者がこれから掛金を出金していくことである。ウェーキは、借財返済に困窮した貧農を模
合に強制加入させることによって、元利ともに確実に回収していくのである。
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一金弐円也 但利毎月一日仕かま
右ハ無拠入用二付御借正二受取申候実正也日間之儀毎月貴殿案内次第何時ニモ御奉
公可仕候尤モ本金御返弁之儀貴殿御入用次第御返納差上可仕候若彼是相違出来候は
日手間金七文ツ、本分へ取添へ可被成候自然不行届候は借主ハ勿論保証人ニテ引負
其之首尾方堅固二御返詞可仕候万一及延引候は当高之分ハ私家財ヨリ直二押テ御引
取可被成候其之時一言独口能不申候依テ為後証如件
旧戌十月十六日借主○○
当山幸助殿
一金百円也利息ハ金弐円二付壱ヶ月金参銭ノ割
利金外壱年仕事四日ヲスル
前書ノ金員連帯借用致候二付左ノ条項逐一諾約致候
一利息支払期日毎年旧参月五日及元金返済卜全時トス
ー元金返済期日御入用次第
（中略）大正九年旧参月廿五日
借主○○
当山幸徳殿
シカマに関する証文を二つくらべてみよう。一つは幸助の時代の1910年（明治43）、もう一
点は幸徳時代の1920年（大正9）のものである。1910年の証文では、2円の借入金に対し、利
息は「毎月一日仕かま」と明記され、元金の返済まで毎月1日の労働が続くわけである。「日
間之儀毎月貴殿案内次第何時にも御奉公可仕候」とある通り、幸助のつごう次第でいつでもシ
カマに出てこなければならない。元金返済も「貴殿入用次第」である。シカマを怠った場合は
「日手間金七文ツ、」徴収されるというわけである。
同様のことは別の借用証文にも見えていろ。それによると、1日の手間金16銭の時代に、
「一日トテモ仕事相欠キ候ハ催促手数料トシテー度ニッキ金五拾銭」を徴収する、と契約して
いる。さて、次の1920年の証文ではどうか。100円の借入金に対し、利息は2円につき1ヶ月
3銭の割、1ヶ月1円50銭となる。このほかに1年に4日間のシカマが追加されている。利息
支払期日は毎年3月15日となっているが、1年分の利息は18円となる。元金返済は「御入用次
第」となっているが、これは現実的でない。特別の幸運にでも恵まれない限り、借金は肥大化
していくばかりである。現金による利息支払いが出来ない場合は、次のような場面もでてく
る。
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一金弐百円也但利息ハ武太小日間也
右ノ金額左記ノ条件ヲ約諾シ借用候儀実正也依テ借用証書如件
一返済期限ハ大正廿年四月拾日限返済可致候事
二利息支払期ハ武太小日間拾年約諾也
、（中略）
大正10年4月10日
当山 幸徳殿借主○○○○
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この借用証文は、さきの4点の証文とは趣を異にしている。200円の借入金に対し、「利息
ハ武太小日間也」と但し書きがあり、本文の中にも「利息支払期ハ武太小日間拾年約諾也」と
明記している。武太小というのはおそらく借主の子どもであろう。返済期限までの10年間、
武太小はウェーキの幸徳のもとで働き、その労働が200円の利息分に相当するというものであ
る。このような事例を一般に「イリチリ」と呼んでいる。武太小が10年間ウェーキのもとに拘
束されることによって元利合計が償還されるわけではなく、利息だけが切れるのである。この
意味ではさきのシカマの場合と同様で、利息だけを払っていくという意味で「利切り」のイリ
チリである。イリチリの場合には、この事例と異なるいま一つの方法がある。それは年限を定
めて全労働をウェーキに提供することによって元利合計を償還する方法である。「年切り」、
「元喰切り」といわれるものがそれで、俗にいう年季奉公である。徴兵年齢を期限とする「糸
満売り」もこの例と考えられる。
イリチリは一般にウェーキのもとで「住み込み」で働くものと考えられるが、安富祖の場
合、必ずしも「住み込み」を条件としていない。全労働をウェーキに提供すればよいのであっ
て、事情によっては親元から通いで働く場合もあった。ただし、いずれの場合も、衣食と小遣
いはウェーキから支給されるのが例であったという。
シカマとイリチリには、別の呼び方もあった。「ンザ」（ンジャ）、「ンジャックワ」など
がそれである。「奴」の字をあてるのが一般の理解のようである。これは、奴脾的な「境遇」
を表現したものであって、ウェーキと貧農の貸借関係の「内実」や「拘束の度合い」をいって
いるものではないと考えられる。債務のために拘束されるみじめな状態をさす「さげすみ」の
言葉と受取る場合も多いという。
4．本部町の事例
一「饒平名家文書」及び「金城家文書」の紹介を中心に－
本部町史の編集にともなって、資料調査と古老からの聞き取りが行われた。その結果、興味
深い事実を知ることもできたし、若干ではあるが、重要な史料を発掘することもできた。ここ
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に紹介する「饒平名家文書」及び「金城家文書」は、町史編集の過程で見つかった史料である
が、ウェーキの形成過程及びウエーキーシカマ関係を知るための不可欠の史料である。
「饒平名家文書」は1977年の秋に、本部町伊豆味大根作の饒平名知清氏宅において発掘され
た。土地譲渡証文・金銭貸借証文・模合関係証文など250点余の証文・帳簿等が含まれている
が、1890年代から沖縄戦の直前にかけて、知清氏の曾祖父や祖父たちが、藍及び高利貸などに
よって蓄財し、ウェーキとして成長してゆく過程を把握することができる。他方、「金城家文
書」は昨春、同町字崎本部の金城賢氏宅で発掘された。前者とほぼ同一内容の証文・帳簿等
約200点からなる史料である。これらを検討することによって、ウエーキーシカマ関係の実態
をかいま見ることもできるし、戦前における農村社会の重要な側面を把握することもできるで
あろう。
とはいえ、沖縄における農村社会の史的解明はかなり立ち遅れており、ウエーキーシカマに
関する研究もやっと緒についたばかりである。前記の両文書にもとづく事例紹介が、こんごの
本格的な調査研究へのステップにでもなれば望外のしあわせである。
(1)ウ記一キの形成について一饒平名家の場合一
①饒平名家の出自と寄留士族
饒平名家は寄留士族の家筋である。’9世紀の中葉に那覇の若狭町の饒平名知丘という人が山
原に来て、本部間切の備瀬に住みつくようになったが、伊豆味の饒平名家の祖である知鑑は、
その知丘の3男として1845年（弘化2）に生まれている。10代の後半になって一時期渡久地で
働いていたこともあるが、1865年（慶応元）に伊豆味に借地して居を構えるようになったとい
う。それからさらに15年後の「財産取調害」には、茅屋のほかには家畜が2，3疋いるだけだ
と記されているから、貧乏の極にあったことがわかる。
それでは一体、この貧しい寄留士族がどのようにして困苦の生活から這い上がったか、それ
自体興味深いテーマではある。しかし、1880年代に関する証文は他には1枚も残っておらず、
伊豆味の大根作という山あいの地に居を構えた知鑑が、地の利を生かして藍の栽培に励み、そ
れによって財をなしたという言い伝えが残っているだけである。そこで、史料の欠を補うため
に､視野を大きく広げて、明治時代の山原における寄留士族と藍の生産について概観しておく
のも、あながち無益ではなかろうと思われるので、既刊の史料によってこれを見ておくことに
したい。
さて、本部間切は山原の中でもとくに寄留士族の多い地域であった。『沖縄県統計書』によ
れば、1903年（明治36）12月31日現在の本部間切の寄留士族は6,188人で総人口の35.1パーセン
ト強を占めていた。ちなみに、国頭郡全域の寄留士族の総計は20,492人で総人口の21.8パーセ
（25）
ント強である。これらの寄留士族について一木喜徳郎は、「士族ノ多数ハ無禄者ニシテ悉ク那
覇首里二居住シテ生計ヲ営ムニ由ナキ故二間切二寄留シテ他ノ所有地又ハ百姓地ヲ小作シテ以
鯛『沖縄県史』第20巻沖縄県統計集成246～272ページ。
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（26）
テ生活ヲ営ムモノ多シ」と述べている。寄留士族は百姓地の配当がなく間切の役人になること
もできなかったが、その代り貢租及び公費を負担する義務もなかった。明治の中期頃になっ
て、勧業・教育・衛生の3費目に限って負担することになり、島尻．国頭両地域においては予
（27）
算協議会の総代を選ぶ権利も与えられた。一木によれば、「地人（地割配当の対象となる一般
農民）ハ吏員ヲ除クノ外概ネ文字ヲ解スルモノナク吏員ノ命スル所ハ大抵唯々服従シテ敢テ之
二背クコトナシ」というありさまであったが、これに反して寄留士族は、「徒二吏員ノ命二黙
従スルモノニ非ス」、教育費の増加に反対を唱えたのも、予算協議会で活発に議論を闘わせた
（28）
のも、いずれもかれら寄留士族たちであったとのことである。また、1898年（明治31）6月5
日の「琉球新報」は、「各間切の寄留士族は何れも克く働き相当の資産を有せさるものなし。
村に依ては却て寄留士族に金持ちの所あり。其働く証拠には寄留士族の一部落をなしたる所に
就て耕作地の有様を見よ。手入方行届き一見して知るへし。先見ありて早くサムライの肩書を
（29）
捨て農業に就きたる結果なりと云ふの外なかるへし」と述べている。これは寄留士族が総じて
勤勉であり蓄財の才覚にたけていたことを示している。
②本部間切における藍の生産
ところで、これらの寄留士族がウェーキにのし上がっていくための条件のひとつに藍の生産
があったといわれている。藍は古くから染料として重宝され、幕末開港期ごろには急速な需
要の伸びがあったようであるが、山原は当時から藍の生産地として知られていた。「上杉県令
巡回日誌」によれば、1879年（明治12）の本部間切の産糖高12万斤にたいして藍玉の生産高
は15万斤であった。名護間切も「藍ヲ製シテ大利ヲ得、故二人民一般漁業スルヲ好マス」とい
（30）
う状況であったという。一木喜徳郎は藍の利益に着目して、「藍ノ植付反別ハ目下僅二二百余
町歩二過キスト錐トモ其利益ハ却テ砂糖ノ上二出ツト云う殊二藍作ハ甘鳶作二適セサル土地
（31）
二適スルヲ以テ砂糖ノ産額ト藍ノ産額トヲ並上増スヲ得へキノ利アリ」と述べている。さら
に1898年（明治31）には、国頭郡の山藍の作付坪数は約330町歩に増えており、本部間切だけ
で約227町歩、国頭郡全体の68.8パーセントを占めていた。そして本部間切の重要農産物の
（32）
｢輸出額」（移出額）のうち藍は2万1279円、実に79.8パーセント余を占めていたのである。
③饒平名家における土地集積の過程
さて、このへんで本題にもどって、「饒平名家文書」に即してその土地集積の過程をみてい
くことにしたい。証文を見てすぐ気がつくのは、土地整理以前に盛んに土地売買が行われてい
た点である。たとえば、饒平名知鑑は、1893年（明治26）9月に平民島袋某から「模合仕明田
方坪高百九拾四坪、公義御高壱斗三合四勺」の土地を60円で買い求めたが、これが「諸上納物
岡・鋤・鋤『沖縄県史』第14巻雑纂1511ページ。
㈱『沖縄県史』第16巻新聞集成一政治経済1－29ページ。
鋤『沖縄県史』第11巻上杉県令関係日誌45～47ページ。
8D前掲『県史』14巻503ページ。
鰯前掲『県史』16巻、43．8～9ページ。
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払用として」譲渡されたのをみろと、旧慣税制下の重税が土地を手離す直接的な原因であった
ことがうなずけろ。また、その翌年には、平民松田某から「坪高弐百参拾九坪七分百姓面付山
野畠模合仕明、公義上納八合也」の土地を1300貫文（26円）で譲り受けたが、その理由もやは
り「年貢米上納不足二付払用トシテ」であった。
1899年（明治32）には土地整理が始まったが､この年に知鑑が買い求めた土地は、畑が4,790
坪、田が350坪、山野毛及びかや毛が350坪、その他（面積不明）である。これだけで、金額に
して600円を越えているのだからたいしたものだ。また、1911年（明治44）に2代目の知英が
まとめた「土地名寄帳」によれば､知鑑と知英の両人が買い求めた土地を合計すると、畑8,543
坪、田2,311坪、宅地100坪、山林11,261坪、原野2,802坪に達していろ。さらに、1920年頃に
書かれたと思われろ「土地台帳」によれば、下記のごとく、田畑の所有高が増加し、利子及び
小作料だけでもかなりの額に及んでいたことがわかる。
土地台 帳 調
元金1500円 利子225円
歩
分
５
別
畝
畝
ノ
３
２
段
段
鑑
１
８
段
町
知
１
所 得
星:}‘＃
地価
3円6繊也
187円48銭也
田
畑
知 英 ノ分
段別
田1町4段4畝21歩
内自作7段4畝21歩
小作7段
畑3町5段1畝2捗
内自作2町1畝25歩
小作1町5段
地価
175円18銭也
2塑円
84円
305円4銭也
円
円
３
５
２
３
４
１
必要経費1割差引きたり
饒平名家の土地集積の過程は、ほぼ上記の通りである。1920年代以降については、まだ十分
に調べがついていないが、昭和恐慌につづく長い戦争の時代にもさしたるダメージを受けるこ
となく、現在なおこれらの土地が継承されていることは注目にあたいする。
④ウェーキの経営と高利貸
このようにして饒平名家は、わずか四半世紀の間に本部町における屈指のウェーキヘと成長
を遂げた。それを可能にしたのは、藍及び砂糖の生産と高利貸などであったが、それと同時
にウェーキの経営を支えていたシカマの存在にも着目しなくてはならない。まず、藍の生産に
ついていえば、「饒平名家文書」の中に「葉藍帳」が残っている。これによると同家は、年
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間4,500斤ないし5,000斤の葉藍を自ら生産するとともに、他からこれに数倍する葉藍を買い集
めて自家の藍壺で藍玉をつくり、これを那覇に売り捌いてかなりの収益をあげていたようであ
る。また、これとは別に、藍壺を貸して叶金（借料）を取ったり、「藍の葉前代」を貸しつけ
て収穫期に「上位の葉藍」をせしめろなど、その才覚は相当のものであった。たとえば、1909
年（明治42）に新崎某が知英から金4円を借りたさいの証文に、「但し葉藍前代として御借正
二受取申候儀実正也、尤モ元利御返金之儀ハ（中略）上位ノ葉監相場代ヲ以テ堅固二差シ上仕
ママ
リ候云々 」とある。また、それから20数年後に上地某や久場某が借金した時も、やはり「アイ
ノ葉前代」として貸しつけられていろ。なお砂糖については、1914年（大正3）頃の帳簿に、
知英の名儀で砂糖6挺を売った記録があるが、他には何も残っていない。小作については、叶
（小作料）の帳簿などが残っているが、具体的な検討は別の機会にゆずることにしたい。
ところで、高利貸については興味深い事実が少なくない。すでに恩納村の事例として安仁屋
が紹介した模合の問題もそのひとつである。饒平名家の場合は、金を貸すにあたって同家とは
必ずしも直接的な関係のない所で進行中の模合を抵当にとり、返済が不可能になるとその模合
をまきあげろということであったらしいったとえば、1907年（明治40)に親川某が金20円を借
りたさいに、その2年前に桃原某を勢頭＝座元として島袋某宅で始まった金5円模合を抵当に
入れている。あらかじめ勢頭以下の「模合人数」（その模合に加わっているメンバー）の了承
を得て、借用証に「次書証」（「模合人数」が了承したことを示す証書）を添付するわけであ
る。また農民たちは、せっかく模合に入ったもののやりくりがつかず、ついにウェーキに模合
そのものを売り渡すことも少なくなかったようだ。「饒平名家文書」の中にはこのことを示す
「模合売渡証書」も数枚だけ含まれている。
ちなみに、1909年（明治42）4月30日の「沖縄毎日新聞」に「金利は抵当付貸借は月一割五
（3）
分乃至一割八分､個人間の信用貸借は二割乃至二割五分」とあって、農民たちが高利によって
縛られていたことがわかるが、なるほど「壱ヶ月二弐わり五分利」あるいは「参割利」と書か
れている例もある。借主は殆んど伊豆味の農民たちであるが、隣村の並里や辺名地、あるいは
健堅や渡久地などからわざわざ借りにくる者も少なくなかった。
⑤借金の利子とシカマの労働
饒平名家が本部町で屈指のウェーキにのしあがることができたのは、前述のような経営手腕
と高利貸が肥え太っていく社会的条件があったからであろうが、いまひとつ重要なのは、集積
した土地にただ同然の安価な労働力を投入することができた点である。恩納村の事例ですでに
安仁屋が紹介したことであるが、本部町においてもひと握りのウェーキのもとに貧苦にあえぐ
たくさんのシカマたちがいたのである。たとえば、1917年（大正6）に知英から金60円50銭を
借りた平安山某は、「利金切用トシテ毎月仕事拾一日シ、相働可申候、若仕口（仕事）一日独
モ相欠候ハ〉日手間一日二付金四拾銭ツ、（中略）堅固二御返納可仕候」という一札を入れな
卿前掲『県史』第17巻39ページ。ただし、ここで「一割五分」とあるのは1分5厘のことである。
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くてはならなかった。また、1932年（昭和7）に照屋某は金10円を返済することができずに
「催告状」を送りつけられたが、それによると借金の条件として「利息ハ毎月一日ノ労務二
服シ其労務ヲ念ルトキハー日毎二金五拾銭二換算弁償ノ約」を取り交し、月に一度ずつとはい
え、金10円のために3年余も縛りつけられていたことがわかる。
なお、「饒平名家文書」の中にシカマたちの出勤簿ともいうべきものが含まれている。1929
年(昭和4）から1939年（同I4)にかけての帳簿である。1920年代以降のあの「蘇鉄地獄」の
時代に、農民たちは故郷を離れて本土へ出稼ぎに流出し、あるいは遠く南洋や満州へと渡って
いった。実に多くの人々が、暗い戦争の時代を異郷の地で過ごす羽目に陥ったのであったが、
他方、村に残った貧農たちも、昔ながらのウエーキーシカマ関係を断ち切れずにいたのであ
る。
このシカマに関する帳簿によれば、1933年（昭和8）には饒平名家に少なくとも7名のシカ
マがいたことになっている。シカマたちのほかに、下男・下女や子守りなどもいたのであろう
から、おそらくこの時期までは、饒平名家は労働力に事欠かなかったものと思われる。しか
し、戦争が拡大するにつれて、シカマたちの数も確実に減っていく。すなわち、饒平名家のシ
カマの数は、1933年をピークに減少の一途をたどり、1938年にはついに一人だけになってしま
うのである。
（2）大正～昭和初期のウエーキーシカマ関係一金城家の場合一
①金城家の出 自
本部間切の崎本部村は、、渡久地から登て花のもと辺名地遊び健堅に恋し本部蝋という琉歌
（本部ミヤークニー）の、恋し本部（崎本部）恥として知られており、三方を山でかこまれた
静かな村であった。前方には東支那海がひらけており、丘に登れば遥か彼方に恩納岳や残波岬
が見え、眼下に瀬底島、そしてその向うに伊江島が横たわっている。山原のどこにもある村落
であって、たしかに風光明媚ではあったが、反面、起伏の多い地形に地味のやせた段々畑が並
んでいる貧しい農村であった。『御当国御高並諸上納里積記』の中に「御当国中村位定之事」
（34）
という項目があって、島津侵入直後の検地にもとづく「村位」が記されている。それによる
と、たとえば今帰仁間切の岸本村・寒水村・仲宗根村などは田畑ともに「上」であるが、本部
間切の各村の田畑はいずれも「中」以下であり、崎本部村は田畑ともに「下」である。それを
見てもこの村は文字通り賊山原の枯木ジマ蝋であったことがわかる。
また、崎本部村は村落としては大きい方であったが、水田が少なく、耕地の殆んどは畑であ
った。『沖縄県統計書』によれば、時代がくだって1903年（明治36）12月31日現在で戸数が
（35）
229戸、人口が1,292人､耕地は水田が29町余､畑が約165町である。そしてこの村のもう一つの
“『那覇市史』資料編第1巻2118～123ページ。
鋤前掲『県史』第20巻246～273ページ。同62～89ページ。
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特徴は、ひと握りのウェーキが地味の肥えた土地の大半を所有していた点であろう。この村に
はいわゆるウェーキが数軒あったが、いずれも赤瓦屋根の大きな母屋とメーヌ屋（アシヤギ）
があって、ウェーキを象徴するかのように高倉が建っていたという。
さて、金城家は大正・昭和期を通じて村一番のウェーキであったが、伊豆味の饒平名家のよう
うな寄留士族の家筋ではなく、地方役人の系譜を引いている。『近世地方経済史料』の中に
「杣山巡回に関する本部番所日記」というのがあって、山奉行の伊志嶺里之子親雲上と大屋子
の富名腰里之子親雲上らが本部の杣山を巡回したさいに、崎本部出身で総山当（山林行政担当
（36）
の地方役人）の渡真理親雲上らがお供をして廻ったことが記されている。年代を確定すること
はできないが、その日記中に出てくる渡真理親雲上が金城家に係わりのある人物であったこと
は疑いない。つい最近まで金城家の祖としてまつられていたと聞いているが、若干事情があっ
て現在は他家に移されているようである。金城家の系譜に関するさらに立ち入った検討は別の
機会にゆずることにして、ここでは明治以降のことを中心に略述しておくことにしたい。
金城家の中で人物像らしきものが浮かびあがってくるのは福助翁からである。おそらく彼
は1840年代の中頃の生まれで「琉球処分」の時期には壮年として時代の変化を受け止めるこ
とができたであろう。ところで、1871年（明治4）年に'一杣山に関する本部間切の意見書」が
首里王府に提出されているが、その中に「雑木仕立之間は、あい作り御免被仰付候は百、木萠
立宜、尤百姓共利潤を得おのずから進立候故、仕立方入念盛生之基可相成と奉存候」とあっ
て、本部間切の役人たちが藍の利益に着目していたことがわかる。福助翁は人一倍藍にたいす
ろ関心が強かったらしく、手広く栽培し、それによって財をなしたと聞いている。
福助翁の次の長次郎は、公的には村会議員として学校の移転問題などで奔走したが、他方、
村一番のウェーキにふさわしい豪壮な邸宅をつくったのも彼である。また、鰹漁船経営に手を
出したり、蓄音機を買って来て音楽に興ずるなど、当時としてはハイカラな人物であったらし
い。その次の元太郎（1888年生）は、若い頃から、ウェーキの経営に熱心であったばかりでな
く、在郷軍人会の「崎本部字班長」としても重要な役割を果たしていた。以下、『金城家文書』
に即して、長次郎と元太郎の時代、すなわち大正～昭和初期のウエーキーシカマ関係のことを
中心に見ていくことにしたい。
②土地集積の過程と砂糖生産
明治中期以前の金城家の土地集積の過程については、前記の理由で明らかにすることができ
ないが、福助翁が、1907年（明治40）3月23日に沖縄銀行名護支店から、他の2人と連帯して
金600円を借:りたさいの証文の末尾に、抵当物件として宅地及び水田の所有面積が記載されて
いる。それによると、この時期までに少なくとも、宅地295坪、水田2,872坪を所有していたこ
とがわかる。ただし、抵当に入っているのは100坪以上の比較的大きな水田に限られている。
鯛『近世地方経済史料』第9巻216～219ページ。
帥前掲『近世地方経済史料』第9巻219～221ページ。
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このほかにもかなりの水田を所有していたであろうし、畑や原野だって相当に集積されていた
と思われるが、この点についての検討も後日を期すほかない。
さてそれ以後、1910年代の初頭から1930年代のはじめにかけて、宅地約400坪、畑1,760坪
余、水田2,528余坪、原野は面積の記載のないのもあるが、少なくとも10,000坪、以上の土地
が集積されていろ。これをくわしく調べろと、以下の特徴に気がつく。第1は、1920年代以降
も切れ目なく土地が集積されていること。第2は、「蘇鉄地獄」のさなかに宅地を手離した農
家が3軒もあること。第3に、この時期に買い求めた原野の広さが目立つ。第4に、金城家か
ら金を借りているのは延べ135人であるが、その中で金城家に土地を譲ったことのあるのはわ
ずかに数人である。換言すれば、金城家と貸借関係があったから土地を手離したとは限らない
のである。
また、金城家は砂糖生産によってウェーキとしての地位を保持していたが、これについては
断続的にではあるが、取引先であった赤嶺商店（那覇市西新町2丁目10番地）の「仮計算書」
が残っている。これによると金城家は、たとえば1927年（昭和2）には23挺の砂糖を売って、
運賃．手数料などを差引いて252円45銭3厘を得ていろ。また、その翌年は、21挺で232円85
（38）
銭、数年後の1933年（昭和8）には17挺で198円62銭3厘を得ている。
③ウェーキとシカマの関係
当時の農村社会においては、ウェーキは地主であると同時に高利貸でもあった。金城家に
は、そのことを示す借用証文が約80通残っていろ。証文が金城家に残っているということは、
何を意味するであろうか。おそらく、借金を返済できずに田畑などの抵当を取り上げられた場
合と、返済したにもかかわらず証文を受け取っていないケースがあったものと思われる。どち
らかといえば筆者は、後者のケースが多かったであろうと判断しているのであるが、それはと
もかく、これらの証文から若干の特徴を指摘しておくことにしたい。さて、これらの証文の時
期は、1917年（大正6）から1943年（昭和18）にまたがっているが、まず借金の額別にみる
と、30円以下が46通、31円～99円が19通、100円以上が16通あって、その中に1000円を越える
のが1通だけ含まれている。大口の借金の場合、たとえば、1925年（大正14）2月20日に小浜
某は金220円を借りたが、返済の時期については、「ブラジル国ヨリ送金受取次第同日ニテ違
約無ク御返納仕リ可ク候」と約束しているのは興味深い。また、小口の借金についていえば、
ママ
たとえば、1918年（大正7）12月7日に金城某が金10円を借りたさいの証文には、「来ル大正
八年旧参月限り砂糖金ニテ堅固二返上仕リベク候」とあり、1925年12月27日に仲地某が金3円
マロマ
を借りたさいには、「来年ノカッ魚モーケ初メノ設ヨリ返済致ス事」という一札をとられてい
ママ
ろ。
第2の特徴として興味深いのは、饒平名家の場合と同じく、谷茶・渡久地・浜元・瀬底など
鯛証文でみるかぎり20挺前後であるが、ある古老の記憶によれば、昭和8年（19鋤頃、金城家は少な
くとも100挺の砂糖を生産していたとのことである。
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の他村からわざわざ借りにくる人が少なくなかった点である。伊平屋村字我喜屋の名嘉某のご
ときは、1928年（昭和3）の5月に、那覇市西新町の東江某と連帯して150円を借り、以後満
5ヶ年間金城家に「奉公」することを約束していろ。
第3は、これも安仁屋がすでに指摘したことであるが、金城家も銀行などを大いに利用して
いたようである。1907年（明治40)に福助翁が他の2人と連帯して、沖縄銀行名護支店から
600円を借りたことについては前述しておいたが、時代はくだるけれども、たとえば、1932年
（昭和7）に元太郎が、崎本部信用販売購買利用組合の「肥料資金運用規程」によって金37円
50銭を借りているのも興味深い。おそらく利用できるものはなんでも利用しながら、資金繰り
をしていたのであろうが、これもウェーキの財力と才覚があってはじめてできたのであった。
ところで金城家におけるウェーキの経営についても、小作とシカマの問題は重要なテーマで
ある。まず､小作については｢土地叶金徴収帳」（皇轡確）が残っているが､それによると
少なくとも1,400坪の田畑を小作させて、少なくとも104円余の「叶」を徴収していたことがわ
かる。小作人は約20人であって、少ない人は32坪余、多い人でもせいぜい200坪弱にすぎなか
ったが、これらを借りて耕作し、年に2度ずつ「叶」を納めていたのである。これらの小作人
は、金城家から金を借りた形跡もなく、証文にみる限り、同家のシカマになった例も見当らな
い。したがって、金城家とこれらの小作人との関係は、ウェーキ・シカマ関係とは一応区別し
て把握されるべきであろう。
シカマに関する証文は約20通残っている。たとえば、福地某は1917年（大正6）に金城家か
ら金8円を借りたが、その「利子切用」として1ヶ月に2日間ずつ「仕力間仕事奉公仕リ候」
という約束を取りかわしている。また崎浜某は、1932年（昭和7）に金40円を借りて毎月4日
間ずつ通うことになったが、そのさい「若シ毎月四日間ノ仕事二不念相生ズル時ハ壱日二封ス
ロママ
ル五拾銭ノ日用手間ヲ以テ計算スルモ苦シムベカラズ」という一札を取られている。なお、
ママ
「年切」についていえば、たとえば新城某らが連帯借主となって1925年(大正14）に金150円を
借りたが、そのさい新城某の長男（19歳）を「一ケ年拾五円宛切り」で満10ヶ年間「奉公」さ
せることを約束し、さらに、その長男が徴兵検査に合格した時は、入隊後は次男に切り替えて
「奉公」させると「附記」しているのも興味深い。女性の場合は、子守及び下女奉公が殆んど
であったと思われるが、たとえば、1926年（大正15）に金20円を借りた福地某は、その二女の
○○を満2ヶ年間の「年切奉公」に出していろ。また、1931年（昭和6）に金城家から金60円
を借りた仲地某は、その二女の○○（当年14歳）を1ケ年金7円の「年賦切」として、満8ケ
年7ケ月の約束で「奉公」に出したのであった。
